
６ 本時の目標と展開 （授業②１年２組）

（１）本時の授業構想図

本時のねらい １位数どうしの繰り上がりのある加法計算で，被加数を分解して計算する方法

（被加数分解）があることを知り，計算の仕方について理解する。

振り返り １０のまとまりをつくれば，計算することができる。

数が大きい方に，１０のまとまりをつくるほうがよいことがわかった。

本時のバージョン 今までと違って，たすより前の数（被加数）を分けて後ろに１０のまとまりを

アップされた考え つくって計算してもよい。

本時の「しなやか 「これまでの学習と同じように１０のまとまりをつくればできそうだ。」

に考える子ども」 「今までと違って後ろの数が大きい。」

の姿 「大きい数に１０のまとまりをつくると速くできそうだ。」

しなやかさに欠け １０のまとまりをつくるためには，数をどのように分けたらよいかを考えさせ

る子どもへの支援 る。

ギャップを乗り越 １０のまとまりをつくって計算するには，どちらの数の方に１０をつくったら

えさせるための算 よいかをブロックや計算図を使って説明させる。

数的活動

ギャップ 今までと違って，後ろの数のほうが大きい。

（違いやつまずき）

既習 １０の補数

１０のまとまり

１０といくつ

加数分解による計算

問題

たまごはあわせてなんこですか。けいさんのしかたをかんがえましょう。

評価基準 被加数，加数の大小に関係なく１０のまとまりをつくることに着目して計算の

仕方を考え，言葉やブロック操作などによって説明している。（数学的な考え方）

評価の具体 十分満足と判断される状況 努力を要する状況の児童への手立て

１０のまとまりをつくることに着目し，あといくつで１０になるかを考えさせ，

計算の仕方を説明することができる。 数を分解し１０のまとまりをつくらせ

る。



（２）本時の目標

１位数どうしの繰り上がりのある加法計算で，被加数を分解して計算する方法（被加数分解）

があることを知り，計算の仕方について理解する。

（３）本時の展開

段階 学習活動と予想される児童の反応 留意点（・）と評価（□）

しなやかに考える子どもの姿（※）

１ 問題を把握する。

○今日の問題です。 ・絵を提示し，意欲を喚起するとともに，問題

つ たまごはあわせてなんこですか。 のイメージをとらえさせる。

か けいさんのしかたをかんがえましょう。

む ○式はどうなるかな。

・３＋９

２ 課題を把握する。

３＋９のけいさんのしかたをかんがえよう。

○答えはいくつくらいになるかな。 ・前時で学習した式と比較し，本時は被加数よ

・１０より大きくなる。 り加数が大きいことに気付かせる。

・１２個。

10 ○どうすれば計算できるかな。 ・被加数分解の見通しをもたせたい。

分 ・１０のまとまりをつくればできそう。

・ブロックで考えよう。

・計算図で考えよう。

３ 自力解決をする。 ・解決の見通しのたたない児童には，９＋４の

○３＋９の計算のしかたを考えよう。 学習を想起させ，１０のまとまりをつくれば

考 ①ブロックで，９を７と２に分けて よいことに気付かせる。

え ②計算図で，９を７と２に分けて

る ③ブロックで，３を２と１に分けて ※（仮説１に関わって）

④計算図で，３を２と１に分けて 加法計算の方法を，ブロックや言葉，計算

図を使って考えさせる。

「３はあと７で１０だから，９を７と２に分け

る。３と７で１０のまとまりをつくる。１０

７ とのこりの２で１２になる。」

分 「９はあと１で１０だから，３を２と１に分け

る。９と１で１０のまとまりをつくる。のこ

りの２と１０で１２になる。」

４ 学び合う。

○自分の考えを発表しよう。 ・１０のまとまりをどのようにつくったのかに

①加数分解による方法 重点をおいて発表させる。

・ブロックで ・ブロックを操作して答えを求めた児童は，言

葉で説明しながら操作させる。

つ ・どの考えも既習事項を生かし，１０のまとま

く りをつくって解決できたことを積極的に認め

る るようにする。

・ブロック操作と計算図を結びつける



・計算図で

※（仮説２に関わって）

９を７と２に分ける方法と，３を１と２に

分ける方法とを比較し，被加数分解をした方

が計算しやすくなる場合があることに気付か

せ，加法計算の理解を深めさせる。

②被加数分解による方法で 「今までと同じように，後ろの９を７と２に分

・ブロックで けて１０のまとまりをつくる。１０と２で１

２になる。」

「９はあと１で１０になるから，３の方を２と

１に分けて，１と９で１０のまとまりをつく

る。２と１０で１２になる。」

・計算図で 「９のほうに１０のまとまりをつくった方が，

１動かすだけで１０のまとまりをつくること

ができて，はやくできそうだ。」

「大きい数のほうに１０をつくった方が，速

く計算できる。」

□考被加数，加数の大小に関係なく，１０のまと

まりをつくることに着目して計算の方法を考

え，言葉やブロック操作などによって説明し

○似ている点，違う点について話し合おう。 ている。（観察・発言・ノート）

・どの考えも１０のまとまりをつくって

いる。

・１０のまとまりをつくるには，３と９の

13 どちらを分けてもよい。

分 ・小さい数を分けた方がすぐできそう。

○どうして，９のほうに１０のまとまりをつ

くったのかな。

・１０のまとまりをはやくつくることがで

きる。

・１動かすだけでよい。

ま ５ 学習のまとめをする。

と １０のまとまりをつくれば，けいさんすることができる。

め おおきいかずに１０のまとまりをつくるとよい。

る ・被加数分解を新しい考えとして価値付け，ま

とめる。

５

分

６ 適用問題を解く。 ・本時まとめた被加数分解の方法で計算をさせ

○練習問題を解こう。 る。

・全員で１問解く。２＋９

３ ＋ ９ ＝ １２

７ ２

＋

１０

＋

１２

３ ＋ ９ ＝ １２

２ １

＋

１０

＋

１２



つ ７ 学習の振り返りをする。

な ○今日分かったことをノートに書こう。 ・本時の学習で分かったことについて発表させ

げ ・前の時間とちがって，前の数を分けても る。

る いいことが分かった。

・大きい数の方にに１０のまとまりをつく

ればいいことが分かった。

10 ８ 次時の学習内容を知る。 ・次時は，本時に習った計算の練習をすること

分 を知らせる。

（４）本時の板書

たまごはあわせてなん ３＋９のけいさんのしか １０のまとまりをつくれば，け

こですか。 たをかんがえよう。 いさんすることができる。おおき

いかずにまとまりをつくるとよい。

○○○ ○○○○○

○○○○

３こ ９こ

・１０のまとまり

・ブロック

・けいさんず ３ ＋ ９ ＝ １２ ３ ＋ ９ ＝ １２

しき ３＋９＝１２ ７ ２ ２ １

こたえ １２こ ＋ ＋

１０ １０

＋ ＋

１２ １２

３のほうに１０ ９のほうに１０


